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法】 2006年 4月～2012年 7月に手術を行った大腿骨転
子部骨折 255例中,透析患者を除いた抗血小板・抗凝固
薬内服患者 71例を対象とした.休薬の有無に分けて手
術待機日数,術式別に CHS群,Nail群,CHS＋Nail群に
分け,各群の休薬の有無で術中出血量,周術期の輸血率・
輸血量を比較検討した.【結 果】 手術待機日数は休
薬なしで有意に短かった.術中出血量,周術期の輸血率・
輸血量ではすべての群で有意差は認めなかった.【考
察】 本骨折では可及的早期の手術が望ましいとされる
が,抗血小板・抗凝固薬内服患者では一般に薬剤に応じ
た休薬のために術前待機を余儀なくされることが多い.
今回の結果から休薬の有無が周術期出血に及ぼす影響に
差はなく,休薬なしでの手術が可能であることが示唆さ
れた.
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